
2月アサリ会
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○単元の指導計画（佐久間案）

〃の

○生徒の資質。能力を育むために（佐久間案）

A課題（教師）一仮説（教師)：知識や実験操作を教えたいとき

B課題〈教師)－仮説（生徒)：課題を生徒が設定することが難しいとぎ

C課題（生徒）一仮説（生徒):課題も生徒力穀定できるとき

時 内容 探求の過程（授業を通して育成したい資質・能力）
1 炭素の燃焼 課題。仮説の設定、 実験計画の立案③
2 炭素の燃焼

3 スチールウールの鐘醗尭 課題｡仮説の設定、実験計画の立案③
4 スチールウールの燃焼

5 レポート返却・アンケート

(現在、ここまで実施）

6 酸化銅の還元①(炭素）

7 酸化銅の還元②（水素） 仮説の設定、実験計画の立案②
8 酸化銅の還元②（水素）

9 ぴつきやすさ

(C、H、Mg)

課題・仮説の設定、 実験計画の立案③

溌素の結びつきやすさ

11 酸化と還元まとめ


